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スマートな世界とナチュラルな 
テクノロジーのために

わたしたちは，これからの世界を「ス
マート」に，その世界を支えるテクノ
ロジーを「ナチュラル」なものにして
いきたいと考えています．テクノロ
ジーを発展させればさせるほど，これ
までバラバラだったデータ／作業／
人／産業はどんどん結びついていき

「スマート」になっていくでしょう．
領域を超えた結びつきはこれまでなら
生まれ得なかった新たな共創を可能に
し，その結果さらにスマートな世界は
加速していきます．

スマートな世界では，老若男女や職
業，人種を問わずあまねく人びとがテ
クノロジーの恩恵を受けられる必要が
あります．そのために，テクノロジー
は「ナチュラル」なものでなければい
けません．現在わたしたちが先端的な
テクノロジーに触れる際はそれを使っ
ていることを意識せざるをえません
し，ときには専門的な知識が求められ
る場合もあります．しかし，それでは
テクノロジーの恩恵を受けられる人と
受けられない人の格差が生まれてしま
うでしょう．だからこそ人びとが意識
できないほど「ナチュラル」な存在に

なることがテクノロジーには求められ
ているのです．

スマートな世界をつくる 
11のテクノロジー

わたしたちは技術をナチュラルな存
在に変え，世界をスマートにしていく
ために11のテクノロジーを選定しま
した．すでに研究が進みさまざまな領
域で実用化に取り組まれているテクノ
ロジーから，これから大幅に伸びるこ
とが期待される萌芽期のテクノロジー
まで．その11のテクノロジーがいかに
スマートな世界をつくり上げるのかご
紹介します．
■01. 人工知能

いまや人工知能（AI）の「見る」「聞
く」「話す」といった基本的な能力は
実用レベルに達しつつあります．その
うえで，これからのAIは「価値観」
を処理できる必要があるとわたしたち
は考えています．多様な価値観に合わ
せていくつもの選択肢を提示できる
AIは，より複雑な問題に対しても複
数の解を提示し人間の思索を深めてく
れるはずです．
■02. 仮想現実／拡張現実

現在すでにさまざまなサービスやプ
ロダクト，コンテンツが発表されてい

る仮想現実／拡張現実（VR/AR）を，
今後さらに広範な領域へ自然に導入し
ていきたいとわたしたちは考えていま
す．視覚のみならず聴覚や触覚，力覚，
温度感覚などその他の感覚へアプロー
チしたり，リアルタイムの高速データ
処理によって「空間」そのものを遠く
離れた場所へ配信できる技術（Kirari!）
にも取り組んでいます．
■03. ヒューマン ・ マシン ・ イン

ターフェース
スマートな世界のなかでアップデー

トされていくのは，プロダクトやシス
テム，サービスだけではありません．
わたしたちはHMIの研究を通じて，

「Point of Atmosphere（PoA）」のよ
うに人間と環境，ロボティックデバイ
スをナチュラルに組み合わせようとし
ています．現在構想している新たな技
術があれば，人が失ってしまった身体
機能の代替や通常は感知できない情報
の活用も可能となります．
■04. セキュリティ

ネットワークやIoTの普及によって
サイバーテロのリスクが高まるなか，
これまで主流だった「受動的」なセキュ
リティは日々進化するサイバー攻撃と
の「いたちごっこ」に陥りがちです．
わたしたちはサイバー攻撃に対して能
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「NTT Technology Report for Smart 
World」の発表について

NTT研究企画部門では，テクノロジーをナチュラルな存在に変え，世界
を「スマート」にしていくための11のテクノロジーとR&Dの先進的な取り
組みについてまとめた「NTT Technology Report for Smart World」を2019年
5 月 9 日に発表しました．この中では，革新的なネットワークの構想

「IOWN」を提案しています．本稿では，本レポートの概要を紹介します．
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動的に対処する「アクティブディフェ
ンス」に注力しています．サイバー攻
撃に対して先んじて対処できる新たな
セキュリティ技術が確立されるからこ
そ，スマートな世界はその真価を発揮
できるのです．
■05. 情報処理基盤
「スマートな世界」にとって，次世

代型の情報処理基盤はいわば「インフ
ラ」と呼べるテクノロジー．急速に進
化していくテクノロジーをきちんと活
用するためには，それに合わせて情報
処理基盤も整備されなければいけませ
ん．膨大な量の情報をリアルタイムに
処理するためのスケーラブルデータ処
理技術や，業界を超えたデータの利活
用を進めるために高効率なデータマネ
ジメント技術の開発が現在進展してい
ます．
■06. ネットワーク

業界を越えてあらゆるプレーヤーが
協業し膨大な量の情報が飛び交うス
マートな世界は，新たなネットワーク
なしに成立しえないものです．より大
容量，低遅延で，より強固かつ柔軟な
ネットワークであると共に，年々爆発
的に増加している消費電力問題を解決
する低消費電力なネットワークである

べきです．そのため，わたしたちは，
ネットワーク全体のオール光化に注力
し，新たなネットワークの実現を目指
しています．
■07. エネルギー

あらゆる産業のシステムを駆動させ
るために必要となるエネルギーはス
マートな世界の「社会基盤」といえる
でしょう．わたしたちも，環境に優し
く大容量なだけでなく「インテリジェ
ンス」をもつかのごとくみずから自由
に流通しうるエネルギーの開発に取り
組んでいます．そのために分散するエ
ネルギーを仮想的に統括する「仮想発
電所」によって効率的なエネルギー流
通を行ない，同時に新たな電力ネット
ワークの研究にも着手しています．
■08. 量子コンピューティング

従来のコンピュータをはるかに上回
る性能を発揮することが期待されてい
る量子コンピューティング技術は，ほ
ぼすべての産業において活用されてい
くでしょう．わたしたちの量子コン
ピューティング研究も，「LASOLV」
のように通常の量子計算とは異なる新
たな概念が導入されています．こうし
た進化によって，単に高速 ・ 高度な情
報処理が可能になるだけでなく，情報

処理技術そのもののあり方が変化する
可能性が生まれています．
■09. バイオ ・ メディカル

生物学や化学の進展とともに，バイ
オテクノロジーも着実に進化を続けて
います．わたしたちも近年取り組みが
加速しているのはバイオ ・ メディカル
ケアの領域．「hitoe」のような機能素
材開発を行なうほか，2019年には
ディーキン大学とウェスタンシドニー
大学などオーストラリアの機関とパー
トナーシップを締結し今後も加速して
いきます．
■10. 先端素材

これからの素材は固定的なものでは
なく，環境に合わせて柔軟に変化して
いく多機能素材が主流となっていくは
ずです．スマートな世界を構築するた
めには人々の多様なニーズに応えパー
ソナルな機能開発が求められるため，
高速な素材開発も必要となるでしょ
う．わたしたちもまた，「先端薄膜材料」
など実現が進んでいる素材を活用する
ことで，より柔軟かつ多機能な独自の
素材を生み出すことを目指していき
ます．
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■11. アディティブ ・ マニュファク
チュアリング
3Dプリンティングが例に挙がるこ

との多いアディティブ ・ マニュファク
チュアリングは，今後より「パーソナ
ル化」していくことでスマートな世界
に欠かせないテクノロジーとなるで
しょう．工業製品や建築資材のような
構造物だけでなく，骨や臓器といった
人間の「身体」さえも自在に製造可能
とする「バイオプリンティング」，時
間 ・ 状態の遷移に関する情報を盛り込
むことで自己修復を可能にする「4D
プリンティング」も注目すべき技術．
こうした技術が進化することで，より
パーソナルな製造が可能となるのです．

スマートな世界のスマートな 
わたしたち

11のテクノロジーが進化していく
ことによって，わたしたちの世界はこ
れから「スマート」なものになってい
くでしょう．わたしたち一人ひとりの
生活がスマートになるのはもちろんの
こと，企業のあり方やそのビジネス，
さらには社会全体がテクノロジーに
よって大きく変わっていくのです．本
編では「すべてがパーソナルに」，

「サービスが変わる，サービスに変わ
る」，「社会課題の解決へ向かって」の
三つの視点で分析しています．

What's IOWN?

NTT R&Dは，新しいテクノロジー
の研究開発に取り組むとともに産業競
争力の強化や社会的課題の解決を目指
しています．こうした世界をつくって
いくためには，テクノロジーがより「ナ
チュラル」なものでなくてはいけませ
ん．そのためには人が無意識のうちに
高度なテクノロジーの恩恵にあずかれ
るようにすること，そして一人ひとり
の違いに合わせてテクノロジーを利用
できるような環境をつくり上げること
が必要となります．

このような将来像に向けて，NTT 
R&Dでは，新たなネットワーク構想
として，IOWN（アイオン：In no va­
tive Optical and Wireless Network）
に取組んでいます．IOWNはフォトニ
クス技術をベースにした大容量，低遅
延，かつ柔軟性，消費電力に優れた革
新的なネットワークです．IOWNによ
り我々が世界をどう変えていくのか今
後にご期待ください．

さ い ご に

NTT研究企画部門では今後も毎年
テクノロジーの動向とNTT R&Dの戦
略と取り組みについてまとめ発表して
いきます．また，今回発表した資料に
つきましてはNTT持株会社HP（1）より
ダウンロードしていただくことが可能
ですので是非ご覧ください．
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テクノロジートレンドとNTT R&Dの動向
を ま と め た 「Technology Report for 
Smart World」冊子を発行しています．お
客さまとのコミュニケーション等へ活用い
ただければと思います．
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